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Ⅰ 策定にあたって 

 

燕市と弥彦村は、通勤や通学、通院、買い物など、日常生活のあらゆる面に

おいて結びつきが強く、行政においても一部事務組合などを組織し、消防やご

み処理など生活基盤となる分野で、共同で事務事業に取り組んできました。 

それらの共同事務処理に加えて、平成 26 年には定住自立圏の形成に関する

協定を締結し、国から交付される有利な財源を活用しながら、医療・福祉や観

光、地域公共交通などの分野でも連携することで、生活機能等の強化を図るこ

ととしました。 

今後、人口減少による地域活力の減退が懸念される中、燕市と弥彦村は、引

き続き、圏域が抱える課題に対応するために柔軟に連携を図り、暮らしの安心

の確保や地域の活性化等に取り組んでまいります。 
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Ⅱ 燕市と弥彦村の結びつき 

 

【共同による行政事務処理】 

 燕市と弥彦村は、消防やごみ処理など生活基盤となる分野で、共同による行政

事務処理を実施しています。 

 

主な共同処理事務 
共同処理の 

開始時期 
名 称 構成団体 制度 

消防救急 

H18.3.20 
燕･弥彦総合 

事務組合 

燕 市 

弥彦村 一部事務 

組合 

※１ 

ごみ処理 

火葬場 

上水道 
H31.4.1 

公共下水道の使用料徴収事務 

やひこの里(障がい者施設)の 

管理運営 
H18.3.20 

西蒲原福祉 

事務組合 

燕 市 

弥彦村 

新潟市 

要介護認定等の審査判定 H18.3.20 

燕市弥彦村 

介護認定審

査会 

燕 市 

弥彦村 
機関等の 

共同設置 

※２ 予防接種による健康被害に 

関する調査や審議 
H18.3.20 

燕市弥彦村 

予防接種 

健康被害 

調査委員会 

燕 市 

弥彦村 

生活交通のネットワークづくり H26.4.1 

燕・弥彦地

域 

公共交通会

議 

燕 市 

弥彦村 

その他 

観光商品の創出やＰＲ活動 H27.4.1 

燕･弥彦 

広域観光 

連携会議 

燕 市 

弥彦村 

燕市観光協会 

弥彦観光協会 

※１ 一部事務組合（地方自治法第２８４条）：２以上の地方公共団体が、その事務の一部

を共同して処理するために協議により規約を定めて設置する事務の共同処理機構。 

※２ 機関等の共同設置（地方自治法第２５２条の７）：協議により規約を定め、執行機関

としての委員会若しくは委員、執行機関の附属機関、執行機関の事務を補助する吏員、

書記その他の職員及び専門委員を共同設置する。 
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Ⅲ 定住自立圏の名称等 

 

１ 定住自立圏の名称 

 燕・弥彦地域定住自立圏 

 

 

２ 圏域を形成する市村の名称 

  燕市（中心市）、弥彦村 

     

 

 

３ 定住自立圏のこれまでの取組 

 （１）中心市宣言 

燕市は、令和 26 年 1 月 29 日に、弥彦村との連携において中心的な役割を

担う意思を有することを明らかにする「中心市宣言」を行いました。 

 

 （２）定住自立圏形成協定 

燕市と弥彦村は、両市村議会での議決を経て、平成 26 年 9 月 30 日に燕・

弥彦定住自立圏の形成に関する協定を締結しました。 

協定では、国の定住自立圏構想推進要綱に基づき、「生活機能の強化」「結

びつきやネットワークの強化」「圏域マネジメント能力の強化」の 3つの視点

で連携を図っていくこととしています。そして、この協定に基づいて共に行う

事業を共生ビジョンに掲載し、平成 27 年度から取組を進めてきました。 

このたび、第 2 期ビジョンの計画期間が令和 6 年度末に終了を迎えること

から、令和 7 年度からの 5 年間を計画期間とする本ビジョン（第 3 期ビジョ

ン）を策定するものです。 
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〇燕・弥彦地域定住自立圏共生ビジョン 

  計画期間：平成 27 年度～31 年度 

  連携事業：14 事業 

 

 

 

 

 

 

〇第２期 燕・弥彦地域定住自立圏共生ビジョン 

  計画期間：令和 2年度～6年度 

  連携事業：14 事業 

 

 

 

 

 

≪参考：定住自立圏構想≫ 

定住自立圏構想は、全国の各地域で人口が 4 万人以上などの要件を満たし

ている中心市と、近隣の市町村が、医療、教育、産業振興、地域交通などで連

携し、日常生活に必要な機能を確保して、人口の定住を促進することを目指す

ものです。 

総務省が定住自立圏構想についての基本的な考え方をまとめた「定住自立

圏構想推進要綱」では、定住自立圏形成協定においては、次の3つの視点ご

とに、関連する政策分野のうち1つ以上について連携する具体的事項を規定

することとしています。

 

《視点１》

生活機能の強化

•医療

•福祉

•産業振興 など

《視点２》

結びつきや

ネットワークの強化

•地域公共交通

•道路等の交通インフ
ラの整備 など

《視点３》

圏域マネジメント

能力の強化

•中心市等における人
材育成や外部人材の
確保

•職員等の交流 など

〇地域医療・福祉の環境整備（２事業） 

〇広域観光の促進（７事業） 

〇地域公共交通ネットワークの構築（３事業） 

〇圏域職員の育成（１事業） 

〇外部人材の確保（１事業） 

〇地域医療・福祉の環境整備（４事業） 

〇広域観光の促進（６事業） 

〇地域公共交通ネットワークの構築（２事業） 

〇圏域職員の育成（１事業） 

〇外部人材の確保（１事業） 
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Ⅳ 第 3期定住自立圏共生ビジョンの目的等 

 

１ ビジョンの目的 

  このビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成 20 年 12 月 26 日総行応第

39 号総務事務次官通知）および定住自立圏協定（平成 26 年 9 月 30 日 燕市・

弥彦村）に基づき、魅力ある圏域の形成を図り、適切に役割分担をしながら

圏域全体として目指すべき将来像を掲げるとともに、連携して推進する具体

的な取組を示すものです。 

  なお、両市村の最上位計画である総合計画（「第 3次燕市総合計画」および

「弥彦村第 6次総合計画」）には、ＳＤＧs（持続可能な開発目標）が目指す

持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向け、各施策にＳＤＧs の要

素を取り入れながら、まちづくりを進めることを記載しています。このため、

本ビジョンにおいても、ＳＤＧsの要素を活用しながら、各取組を推進してま

いります。 
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２ ビジョンの期間 

  このビジョンで示す将来像の実現に向けた具体的な取組の計画期間は、令

和 7年度から令和 11 年度までの 5年間とします。 

 

 

３ ビジョンの進行管理 

  このビジョンは、策定後、定期的に具体的な取組の進捗状況を把握するとと

もに、取組の評価・検証を行い、その結果を反映させていく「計画（Plan）」、

「実行（Do）」、「評価・検証（Check）」、「改善（Action）」のＰＤＣＡ

サイクルで管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ビジョンの年間サイクル 

 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

ビジョンの策定・修正 

(実施主体：燕市) 

     

 

具体的な取組の実施 

(実施主体：燕市、弥彦村) 
    

  

ビジョンの評価・検証 

(実施主体：懇談会、協議会) 
  

 
  

 

  

ビジョンを 

策定・修正する 

具体的な取組を 

実行する 

具体的な取組を 

評価・検証する 

具体的な取組を 

改善する 

Plan Do Check Action 

ビジョン及び各種の取組にフィードバックします 

必要に応じて見直し・改善 

必要に応じて改善 

定期的に評価・検討 
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Ⅴ 圏域の概況 

 

１ 地勢・自然環境 

  本圏域は、広大な越後平野が広がる新潟県のほぼ中央に位置しており、圏域

の西には標高 634ｍの弥彦山を中心に、小高い丘陵が日本海に迫っています。 

  産業面では、恵まれた水利を生かした米づくりを中心とした農業が盛んで

あるとともに、生活用品から産業機械等に至る金属加工産業をはじめ、高品

質で魅力ある製品を数々生み出しているものづくりの地域としても有名です。

また、万葉の昔からおやひこさまの愛称で広く崇拝されている越後一の宮の

彌彦神社や、参拝客の宿場街として古くから栄える弥彦温泉、良寛ゆかりの

地である国上山、日本さくら名所 100 選にも選ばれた大河津分水などを有す

る、歴史と自然が調和した魅力ある圏域です。 

  交通面では、北陸自動車道や上越新幹線といった高速交通機関や主要国道

116 号、289 号が整備されているほか、ＪＲ越後線、弥彦線が圏域を縦横に交

差しています。 

 

 

２ 面積・人口等 

 （１）面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 燕 市 弥彦村 圏域合計 

面 積 110.94 ㎢ 25.17 ㎢ 136.11 ㎢ 

構成比 81.5％ 18.5％ 100.0％ 
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（２）人口と世帯の推移 

    圏域の人口は減少しており、年齢 3区分別では、年少人口（0～14

歳）と生産年齢人口（15～64 歳）が減少し、高齢者人口（65 歳以上）が

増加しています。 

    このような人口減少は、県内他自治体も同様の状況ですが、人口減少

率を見ると、12 ページの表にあるように、県内他自治体と比較して、燕

市・弥彦村は人口減少率が緩やかとなっています。 

 

【人口の経年推移】 

 

 

   【出典：国勢調査】    

 

15,653 14,058 13,014 11,879 10,835 9,805 8,863

56,957 56,890 55,561 52,828 50,388 47,021 43,797

10,760 13,103 15,701 18,444 20,427
22,686

24,060

83,370 84,051 84,276 83,151 81,650 79,512 76,720

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

燕 市

燕市 0歳～14歳 燕市 15～64歳 燕市 65歳以上 燕市 合計

1,665 1,460 1,311 1,231 1,189 1,102 925

5,311 5,525 5,545 5,439 5,346 4,833
4,305

1,195 1,498 1,679 1,875 2,047
2,272

2,471

8,171 8,483 8,535 8,545 8,582 8,207
7,701

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

弥彦村

弥彦村 0歳～14歳 弥彦村 15～64歳

弥彦村 65歳以上 弥彦村合計

（人） 

（人） 
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【燕・弥彦地域の将来推計人口】 

 

【出典：令和５年国立社会保障・人口問題研究所推計】 

 

【世帯の状況】 

 

【出典：国勢調査】 

 

82,886 79,208 75,094
70,730

66,268
61,713

57,112

100.00%
95.60%

90.60%
85.30%

80.00%
74.50%

68.90%

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

80.00%

90.00%

100.00%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

令和2 令和7 令和12 令和17 令和22 令和27 令和32

燕市・弥彦村の人口推計

人口 令和2年を100%とした場合の指数

24,845 25,820 26,653 27,537 28,522

2,424 2,514 2,586 2,584 2,605

3.43

3.29

3.14

2.92

2.73
2.6

2.8

3

3.2

3.4

3.6

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

世帯数

世帯数と世帯人員の推移

燕市 弥彦村 世帯人員

（人） 

（世帯） （人） 
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【新潟県市町村別人口減少率】  令和 4年 10 月 1 日現在の人口と令和 5年同日との比較 

  〔市〕                         〔町村〕 

順位 市名 減少率  順位 町村名 減少率 

1 新潟市 △0.81%  1 湯沢町 △0.23% 

2 燕市 △1.00%  2 聖籠町 △0.35% 

3 上越市 △1.10%  3 粟島浦村 △0.90% 

4 南魚沼市 △1.14%  4 刈羽村 △1.43% 

5 見附市 △1.18%  5 弥彦村 △1.57% 

6 三条市 △1.19%  6 田上町 △1.63% 

7 長岡市 △1.19%  7 津南町 △2.24% 

8 阿賀野市 △1.30%  8 出雲崎町 △3.05% 

9 胎内市 △1.31%  9 関川村 △3.44% 

10 新発田市 △1.37%  10 阿賀町 △4.14% 

11 小千谷市 △1.52%  

12 妙高市 △1.60%  

13 五泉市 △1.62%  

14 魚沼市 △1.75%  

15 柏崎市 △1.82%  

16 加茂市 △1.97%  

17 十日町市 △2.01%  

18 村上市 △2.18%  

19 糸魚川市 △2.31%  

20 佐渡市 △2.58%  

【出典：令和 5年度新潟県人口移動調査】 
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（３）医療・介護 

    県央 5市町村（燕市・弥彦村・三条市・加茂市・田上町）で構成する

二次医療圏の枠組の中で、日常生活における健康相談や通院等に対応す

る両市村内の医療機関と、急性期・専門的な医療を担う急性期医療中核

病院（県央基幹病院）が役割分担をしながら、住民の医療ニーズに対応

しています。 

 

【病院数、診療所数、歯科診療所数】 

区分 燕市 弥彦村 県央二次医療圏 

急性期医療中核病院(病床数) - - 1 施設(400 床) 

一般病院（病床数） 1 施設(110 床) - 

（省略） 一般診療所 71 施設 6 施設 

歯科診療所 38 施設 2 施設 

【出典：新潟県病院名簿等（新潟県 令和 6年 4月 1日現在）】 

 

【日常の通院先】 

 

【出典：令和 6年度 燕市都市計画課調査】 

 

【要介護認定者数】 

 要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
合計 

燕市 453 561 1,042 732 664 586 465 4,503 

弥彦村 29 58 87 84 71 48 34 411 

【出典：新潟県福祉保健部高齢福祉保健課 要介護認定状況（令和 5年 10月）】 

（人） 
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（４）通勤・通学 

    令和 2年の国勢調査によると、弥彦村民で燕市が従業地・通学地とな

っている人は、新潟市の 794 人や三条市の 265 人を大きく上回る 1,533

人となっています。 

燕市民で弥彦村が従業地・通学地となっている人は 1,024 人で、新潟

市の 5,786 人、三条市の 5,316 人、長岡市の 2,048 人に次ぐ人数となっ

ています。 

 

 

【弥彦村から燕市への通勤・通学状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【燕市から弥彦村への通勤・通学状況】 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

【出典：令和 2年国勢調査】 

 

 

弥彦村 

燕市 

弥彦村 → 燕市 

1,533 人 

弥彦村 

燕市 

燕市 → 弥彦村 

1,024 人 
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（５）交通 

    65 歳以上の高齢者層の利用が多い地域公共交通は、予約制乗合ワゴン

車の「おでかけきららん号」、燕市循環バスの「スワロー号」、弥彦・

燕広域循環バス「やひこ号」のいずれも、「通院・介護サービス」「買

い物」の利用が多くなっています。 

【おでかけきららん号の利用目的】 

 

【出典：令和 6年度 燕・弥彦地域公共交通会議資料】 

 

【スワロー号・燕市コミュニティバス実証運行、やひこ号・弥彦村自動運転実証実験の利用目的】 

 
【出典：令和 6年度 燕・弥彦地域公共交通会議資料】 
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（６）観光 

    弥彦山・国上山に代表される自然環境や温泉等の観光資源に恵まれ、

圏域全体で国内外から年間 300 万人を超える観光客が集まる観光地とな

っています。 

【分類別 観光客入込数】 

 自然 
歴史・ 

文化 

温泉・ 

健康 

ｽﾎﾟｰﾂ･ 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

都市型 

観光 

行祭事・ 

イベント 
合計 

燕 

市 
- 79,544  105,381  - 466,890  169,900  821,715  

弥 

彦 

村 

499,860  1,088,733  209,450  280,300  124,010  35,300  2,237,653  

合

計 
499,860 1,168,277 314,831 280,300 590,900 205,200 3,059,368 

【出典：令和 4年度 新潟県観光入込客数統計調査】 

 

【主要観光地の観光客入込数】 

 観光地点等 分類 令和 4 年 令和 3 年 対前年比 

燕 

市 

てまりの湯 温泉・健康 105,381 88,191 119.5% 

ふれあいパーク久賀美 都市型観光 255,424 147,413 173.3% 

燕青空即売会 行祭事・イベント 59,000 R3 中止 － 

ストックバスターズ 燕店 都市型観光 211,466 192,566 109.8% 

弥 

彦 

村 

弥彦温泉 温泉・健康 61,870 51,030 121.2% 

さくらの湯 温泉・健康 147,580 152,620 96.7% 

弥彦公園 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 280,300 324,180 86.5% 

弥彦山ロープウェイ 自然 383,440 356,510 107.6% 

弥彦山登山 自然 116,420 100,770 115.5% 

彌彦神社 歴史・文化 1,088,733 908,410 119.9% 

おもてなし広場 都市型観光 124,010 125,560 98.8% 

【出典：令和 4年度 新潟県観光入込客数統計調査】 

（人） 

（人） 
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【休日 14時に燕・弥彦圏域に滞在した日本人の居住都道府県別割合】 

 

 【出典：RESAS - 地域経済分析システム(まちづくりマップ)】 

 

【燕・弥彦圏域への国別外国人訪問客数（令和元年）】 

 

【出典：RESAS - 地域経済分析システム(観光マップ)】 
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Ⅵ 圏域の将来像および目標 

 

１ 圏域の将来像 

  人口減少と少子高齢化の進展に伴い、地域活力の減退や生活関連サービス

の縮小による利便性の低下などが懸念される中、地域づくりにおいては、自

治体同士が連携し、それぞれがもつ資源を補完し合いながら、地域全体の活

性化や生活基盤の維持・確保を図っていくことが求められています。 

  このため、燕市と弥彦村は、一部事務組合等により生活基盤となる分野で共

同による事務を行うとともに、引き続き「燕・弥彦地域定住自立圏」を形成

し、生活機能等の強化を図ってまいります。 

これを踏まえて、本ビジョンでは、圏域住民が将来にわたって安心して暮

らし続けることができることを目指し、次の 3 つを圏域の将来像として掲げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔暮らしの安心確保〕 

 医療・福祉や公共交通など日常生活に密着し、暮らしに欠かすことのできない諸機能

を圏域として確保し、高齢者はもとより子育て世代や若者など全ての地域住民が安心し

て暮らし続けることができる圏域を目指します。 

 

〔地域経済の活性化〕 

 全国有数の地場産業や温泉、弥彦山など圏域の様々な地域資源を観光資源として

磨き上げ、観光を軸に有機的に連携し情報発信することで、圏域全体の付加価値を

高め、さらなる地域経済の活性化を目指します。 

〔圏域内外の交流促進と人材の育成・確保〕 

 燕市と弥彦村それぞれが持つ地域資源を活かして、圏域内外の交流人口の拡大を

図るとともに、圏域を担う多様な人材の育成・確保を目指します。 
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２ 将来人口の目標 

本ビジョンでは、連携して行う取組によって目指す成果として、中期的な将

来の圏域人口の目標を次のとおり定めます。 

なお、令和 7 年および令和 12 年の目標は、「第 3 次燕市総合計画」および

「弥彦村第 6次総合計画」における目標人口を合算したものです。 

 

【圏域の人口推移と目標人口】 

 平成 27 年(実績) 令和 2年(実績) 令和 7年(目標) 令和 12 年(目標) 

燕市 79,784  77,201  74,200  71,000  

弥彦村 8,209  7,705  7,293  6,925  

圏域 87,993  84,906  81,493  77,925  
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Ⅶ　定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組

全体像

（１）医療・福祉

（２）産業振興

（１）地域公共交通

　◆圏域職員の育成 　・市村職員合同研修事業

　◆外部人材の確保 　・外部人材活用事業

　・観光エリア魅力アップ促進事業
　　　①首都圏等観光PR事業
　　　②産業観光ナビゲート事業
　　　③観光協会運営支援事業
　　　④２次交通整備事業
　　　⑤観光複合施設運営管理事業
　　　⑥情報発信ツール活用事業

　◆広域観光の促進

　◆地域公共交通ネットワークの構築

（１）人材の育成・確保

事業名圏域づくりの目標 政策分野

　・コミュニティバス運行事業
　・予約制乗合ワゴン車運行事業

　・【新】県央地域医師確保事業
　・看護職員修学資金貸付事業
　・介護人材定着促進事業

　・病児・病後児保育事業
　・新潟大学寄附講座事業
　・【新】高齢者見守り捜索ネットワーク構
築・運用事業

　◆地域医療・福祉の環境整備

1 生活機能の強化

２ 結びつきやネットワークの強化

３ 圏域マネジメント能力の強化

暮らしの

安心確保

圏域内外の

交流促進と

人材の

育成・確保

地域経済の

活性化
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１ 生活機能の強化に係る政策分野

事業内容

　保護者の子育てと就労の両立を支援するため、児童が病気の
治療中又は回復期にあり、保育園等での集団保育が困難で、か
つ、保護者のやむを得ない事情により家庭で保育が困難な場合
に、その児童を専用施設（病児保育室「あおぞら」および病
児・病後児保育ルーム「なでしこぽかぽか」）で一時的に預か
る。

関係市村

燕　市
弥彦村

事業費見込
(単位：千円)

27,000 27,000 27,000 27,000 27,000

(1)医療・福祉【地域医療・福祉の環境整備】

　②具体的な取り組み

　①協定の内容

期待される
効果

　圏域の保護者の就労を支援するとともに、安心して子育てできる環境の充実
が図られる。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

事業名 　病児・病後児保育事業

特定財源等
の名称

　子ども・子育て支援交付金

役割分担の
考え方

　燕市が事業を実施し、弥彦村が事業経費の一部を負担する。

取組の内容
　住民が安心して医療・福祉サービスを受けることができるよう、関係機関等
との連携の強化を図り、地域医療・福祉体制の整備を推進する。

17,000

特定財源等 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

一般財源 17,000 17,000 17,000 17,000

関連する
ＳＤＧｓの目標

燕市の役割
(1) 地域医療・福祉に関する情報の集約および弥彦村との調整を実施する。
(2) 弥彦村と連携して地域医療・福祉の推進に必要な事業を実施する。
(3) その他地域医療・福祉の環境整備に資する取組を実施する。

弥彦村の役割
(1) 燕市への情報提供等を実施する。
(2) 燕市と連携して地域医療・福祉の推進に必要な事業を実施する。
(3) その他地域医療・福祉の環境整備に資する取組を実施する。
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特定財源等 - - -

一般財源 7,480 7,480 7,480

特定財源等
の名称

事業名 　【新】高齢者見守り捜索ネットワーク構築・運用事業

事業内容

　
　認知症のある高齢者が行方不明となった際に、早期捜索によ
る早期発見につなげるため、圏域のメール配信システム等を活
用して住民や事業所に行方不明者の特徴などを発信・共有する
ことで、広く捜索の協力を呼び掛ける。

役割分担の
考え方

事業名 　新潟大学寄附講座事業

事業内容

　県央医療圏における消化器疾患の検診・教育・予防体制のモ
デル地区を構築するため、新潟大学に設置した寄附講座によ
り、消化器疾患対策の研究を新潟大学および県立吉田病院を拠
点として実施する。

関係市村

期待される
効果

　次世代検診モデルの構築による消化器疾患の早期発見、早期治療対策の研究
による地域の検診体制の強化が図られる。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

燕　市
弥彦村

事業費見込
(単位：千円)

7,480 7,480 7,480

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

Ｒ１１

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

事業費見込
(単位：千円)

66 66 66 66 66

特定財源等 50

関係市村

一般財源 16 16 16 16 16

特定財源等
の名称

　地域支援事業交付金

燕　市
弥彦村

期待される
効果

　広域的な情報発信・情報共有による協力体制が構築され、行方不明時の捜索
範囲が拡大することで早期発見が期待できる。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０

50 50 50 50
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事業内容

　看護師等を養成する学校又は養成所に在籍し、将来県央医療
圏において看護職員として業務に従事しようとする者に対し、
市村が指定する医療施設に継続勤務した場合に返還が免除とな
る修学資金の貸与を行い、県央圏域の看護師不足の解消と人材
の地元定着を図る。
※看護職員修学資金貸与条例は、令和8年3月31日限りで効力を失うとされて
おり、令和7年度で5年間貸与する者がいなければ令和11年度0円となる。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

　圏域を含む県央医療圏における看護職員の確保および人材の地元定着が図ら
れ、圏域の医療体制の維持・充実につながる。

- - - -

事業名 　看護職員修学資金貸付事業

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

一般財源 19,688 15,008 10,208 7,208 0

特定財源等 -

一般財源 5,400 4,800 4,800 4,800 4,800

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

事業費見込
(単位：千円)

5,400 4,800 4,800 4,800 4,800

特定財源等 - - - - -

期待される
効果

　圏域を含む県央医療圏における医師の確保が図られ、圏域の医療体制の維
持・充実につながる。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

　【新】県央地域医師確保事業

事業内容

　将来県央医療圏において医師として地域医療を担おうとする
医学生に、医学部卒業後の一定期間、済生会新潟県央基幹病院
および県立吉田病院で勤務することで返還が免除となる修学資
金の貸与を行い、県央圏域の医師不足の解消を図る。

関係市村

燕　市
弥彦村

事業名

事業費見込
(単位：千円)

19,688 15,008 10,208 7,208 0

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１
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　介護職員が資格を取得することや表彰を受けることで、自信とやりがいをも
てる職場環境が形成され、職員の離職予防や定着促進につながるとともに、圏
域における高齢者が介護サービスを安定的に利用できる。

実施
スケジュール

Ｒ７

特定財源等

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

　③重要業績成果指標(KPI)

1,683

県立吉田病院の
消化器内科医師数

4人（令和5年度）

事業費見込
(単位：千円)

1,683 1,683

【改】病児・病後児保育の
登録率

30.0％（令和6年4月1日） 30.0％（令和11年4月1日）※1

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度）

事業名 　介護人材定着促進事業

事業内容

　介護人材を確保するため、介護資格の取得経費や研修受講費
の一部を助成する。
　介護職員が自信と意欲をもって働き続けることができるよ
う、介護業務に精励する職員を表彰するとともに、介護職のや
りがいと魅力を広く圏域の住民へ発信する。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

4人（令和9年度）※2

介護人材育成事業補助金
助成者数（延べ人数累計）

323人（令和5年度） 500人（令和11年度）

看護職員修学資金貸与者数
（延べ人数累計）

34人（令和5年度） 55人（令和10年度）

【新】医師養成修学資金貸与者数
（延べ人数累計）

- 2人（令和11年度）

【新】高齢者見守り捜索
ネットワークの構築数

- 1システム（令和11年度）

※1　少子化の進展に伴い児童数が減少しているなかでも、登録数の維持に努める。
※2　新潟大学との連携(寄附講座事業)を通じて、医師の現員数確保に努める。

1,683 1,683

- - - - -

※具体的な取組の事業に対する事業費見込は、現時点での連携市村の合計見込額を記載しており、
毎年度の予算で具体額を定めます。

一般財源 1,683 1,683 1,683 1,683 1,683

特定財源等
の名称
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(1) 広域観光およびそのための人材育成に関する情報の集約および弥彦村との
調整を実施する。
(2) 弥彦村と連携して広域観光の推進および人材育成に必要な事業を実施す
る。
(3) その他広域観光の推進および人材育成に資する取組を実施する。

弥彦村の役割
(1) 燕市への情報提供等を実施する。
(2) 燕市と連携して広域観光の推進および人材育成に必要な事業を実施する。
(3) その他広域観光の推進および人材育成に資する取組を実施する。

　②具体的な取組

　①協定の内容

（２）産業振興【広域観光の促進】

期待される
効果

　マスコミや旅行関係者に圏域の観光資源を直接ＰＲすることで、新たな旅行
商品が造成され、首都圏からの誘客増加や新たな客層の発掘が期待できる。

事業名 　観光エリア魅力アップ促進事業〔首都圏等観光ＰＲ事業〕

事業内容

　圏域の観光の魅力を発信するため、首都圏を中心としたイベ
ント出展やメディアのパブリシティ活動、交通媒体等に対する
観光ＰＲ活動を行う。
　圏域への誘客を増加させるため、マスコミや旅行会社等に対
するモニターツアーを実施する。
　インバウンド需要を取り込むため、台湾を中心とした現地プ
ロモーション等を行う。

関係市村

燕　市
弥彦村

取組の内容

　首都圏を中心とした観光ＰＲなど、エリアの誘客増加のための取組により、
広域観光を推進する。加えて、圏域の多様な人材の確保や活躍促進、若手社員
の定着を図る合同研修などの取組により、全国有数の地場産業や温泉、弥彦山
など圏域の様々な地域資源を観光資源として活用し、圏域の産業界を支えてい
く人材育成に取り組む。

燕市の役割

関連する
ＳＤＧｓの目標

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

事業費見込
(単位：千円)

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

一般財源 7,250 7,250 7,250 7,250 7,250

特定財源等 2,750 2,750 2,750 2,750 2,750

特定財源等
の名称

　デジタル田園都市国家構想交付金

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。
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事業費見込
(単位：千円)

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

事業内容
　各種観光イベントの企画運営力を強化・拡充し、観光客や団
体視察などの受入体制を充実させるため、観光ナビゲーターを
育成する。

関係市村

燕　市

期待される
効果

　圏域を訪れる観光客の滞在時間の増加やリピーター率の増加などにより、圏
域住民と観光客の交流の場の拡大が図られる。

事業名 　観光エリア魅力アップ促進事業　〔産業観光ナビゲート事業〕

事業内容
　圏域の観光客誘致を効果的に実施するため、燕市と弥彦村の
観光に係るイベントや観光情報の発信を担う観光協会の運営事
業を支援する。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

　圏域の観光の魅力を継続的に情報発信することで、観光客が圏域を訪れる契
機となったり、リピーター率の増加が図られるなど、交流・応援人口の拡大が
期待できる。

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　燕市が事業を実施し、事業経費を負担する。

事業名 　観光エリア魅力アップ促進事業〔観光協会運営支援事業〕

一般財源 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

特定財源等 - - - - -

事業費見込
(単位：千円)

50,300 50,300 50,300 50,300 50,300

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

特定財源等
の名称

　デジタル田園都市国家構想交付金

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

一般財源 43,335 43,335 43,335 43,335 43,335

特定財源等 6,965 6,965 6,965 6,965 6,965
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事業内容
　観光客が利用する交通手段の利便性向上を図るため、ＪＲ燕
三条駅や弥彦温泉から出発する２次交通を整備する。

関係市村

期待される
効果

　圏域を訪れる観光客の滞在時間の増加やリピーター率の増加などにより、圏
域住民と観光客の交流の場の拡大が図られる。

事業名 　観光エリア魅力アップ促進事業〔２次交通整備事業〕

事業費見込
(単位：千円)

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

事業内容
　複合的な誘客施設である「道の駅国上」や「おもてなし広
場」等が、圏域を訪れる契機となるよう、地場農産物等のＰＲ
拡充と販売促進を積極的かつ効果的に行う。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

　施設の魅力を向上させることで観光客が圏域を訪れる契機となり、交流・応
援人口の拡大が図られる。

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

事業名 　観光エリア魅力アップ促進事業〔観光複合施設運営管理事業〕

一般財源 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

特定財源等 - - - - -

事業費見込
(単位：千円)

41,894 41,894 41,894 41,894 41,894

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

特定財源等
の名称

　デジタル田園都市国家構想交付金、指定管理者納付金

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

一般財源 31,894 31,894 31,894 31,894 31,894

特定財源等 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

燕　市
弥彦村

-27-



事業内容
　圏域の魅力を効果的に発信していくため、観光ＰＲ用ポス
ターやＤＶＤを作成する。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

　圏域の魅力を情報発信することで、観光客が圏域を訪れる契機となり、交
流・応援人口の拡大が図られる。

事業名 　観光エリア魅力アップ促進事業〔情報発信ツール活用事業〕

事業費見込
(単位：千円)

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

２次交通整備事業の
利用人数

87人（令和5年度）

特定財源等 - - - - -

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担をする。

弥彦温泉における宿泊数
(暦年)

66,590泊（令和5年） 73,200泊（令和11年）

一般財源 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

　③重要業績成果指標(KPI)

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度）

267人（令和11年度）

道の駅国上・おもてなし広場
来館者数 780,683人（令和5年度） 923,000人（令和11年度）

燕市および弥彦村の
観光入込客数(暦年)

3,634,548人（令和5年） 3,998,000人（令和11年）

産業観光視察受入人数
(燕市観光協会経由分)

7,510人（令和5年度） 8,200人（令和11年度）
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２　結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

　②具体的な取組

事業費見込
(単位：千円)

107,517 107,517 107,517 107,517 107,517

一般財源 13,988 13,988 13,988

関連する
ＳＤＧｓの目標

93,529

　①協定の内容

特定財源等
の名称

　地域公共交通確保維持改善事業、特別交付税（地方バス）

役割分担の
考え方

特定財源等 93,529 93,529

（１）地域公共交通【地域公共交通ネットワークの構築】

取組の内容
　地域公共交通のあり方に関する調査・検討および地域公共交通の確保のため
に必要な事業の実施により、地域公共交通ネットワークを構築する。

燕市の役割
(1) 弥彦村と連携して地域公共交通ネットワークの構築に取り組む。
(2) 弥彦村および関係機関との総合的な連絡調整を行う。
(3) その他地域公共交通ネットワークの構築に資する取り組みを実施する。

弥彦村の役割
(1) 燕市と連携して地域公共交通ネットワークの構築に取り組む。
(2) その他地域交通ネットワークの構築に資する取り組みを実施する。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

13,988 13,988

事業名 　コミュニティバス運行事業

事業内容

　圏域住民の生活に密接なバス路線の運行を維持し、利便性の
向上を図るため、圏域の主要駅や病院等を経由するバスを運行
する。また、圏域の公共交通の維持・確保に向けて燕・弥彦地
域公共交通会議を開催し、課題解決のための検討を行う。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

93,529 93,529

　生活交通路線の確保により、高齢者や学生など自動車を運転できない住民の
通院や通学など生活に必要な交通手段が確保され、圏域住民の利便性が図られ
る。

　両市村が事業を実施し、それぞれ費用を負担する。
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　③重要業績成果指標(KPI)

期待される
効果

　生活交通路線の維持拡充により、高齢者や学生など自動車を運転できない住
民の通院や通学など生活に必要な交通手段が確保され、圏域住民の利便性が図
られる。

Ｒ１０ Ｒ１１

【改】予約制乗合ワゴン車の
1日あたりの利用者数

146人（令和5年度） 146人（令和11年度）※3

特定財源等
の名称

　地域公共交通確保維持改善事業、特別交付税（地方バス）、デジタル田園都
市国家構想交付金

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれ費用を負担する。

※具体的な取組の事業に対する事業費見込は、現時点での連携市村の合計見込額を記載しており、毎年
度の予算で具体額を定めます。

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度）

【改】コミュニティバスの
１日あたりの利用者数

195人（令和5年度） 195人（令和11年度）※3

42,770

事業内容

　高齢者をはじめとする圏域住民の通院・通学や買い物などの
生活活動を支えるとともに、公共交通空白地域の解消を図るた
め、予約制乗合ワゴン車を運行する。また、圏域の公共交通の
維持・確保に向けて燕・弥彦地域公共交通会議を開催し、課題
解決のための検討を行う。

関係市村

燕　市
弥彦村

一般財源 11,901 11,901 11,901 11,901 11,901

特定財源等

事業費見込
(単位：千円)

54,671 54,671 54,671 54,671 54,671

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

事業名 　予約制乗合ワゴン車運行事業

※3　人口減少が進展するなかでも、利用者数の維持に努める。

42,770 42,770 42,770 42,770
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　③重要業績成果指標(KPI)

※具体的な取組の事業に対する事業費見込は、現時点での連携市村の合計見込額を記載しており、
毎年度の予算で具体額を定めます。

　②具体的な取組

　①協定の内容

期待される
効果

　職員の資質、能力の向上を図るとともに、職員間のネットワーク構築と連携
強化が図られる。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

弥彦村の役割
(1) 合同専門研修の企画立案および運営に協力するとともに、職員を参加させ
る。
(2) その他職員の人材育成に資する取組を実施する。

事業名 　市村職員合同研修事業

事業内容
　職員の資質向上を図るとともに圏域内職員の交流を促進する
ため、地域活力の向上に資する研修を合同で開催する。

関係市村

燕　市
弥彦村

３　圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

取組の内容 　合同専門研修の実施により、圏域における人材育成を図る。

燕市の役割
(1) 職務に係る専門研修を行うに際し、弥彦村の職員に当該研修への参加の機
会を設ける。
(2) その他職員の人材育成に資する取組を実施する。

（１）人材の育成・確保【圏域職員の育成】

関連する
ＳＤＧｓの目標

事業費見込
(単位：千円)

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

一般財源 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

特定財源等 - - - - -

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　燕市が事業を実施し、弥彦村が事業経費の一部を負担する。

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度）

【改】行政サービスの満足度 68.8％（令和5年度） 69.0％（令和11年度）

合同研修メニュー数 5メニュー（令和5年度） 6メニュー（令和11年度）
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　③重要業績成果指標(KPI)

（１）人材の育成・確保【外部人材の確保】

　②具体的な取組

　①協定の内容

事業名 　外部人材活用事業

取組の内容
　生活機能の強化に係る政策分野および結びつきやネットワークの強化に係る
政策分野の取り組みに必要な圏域のマネジメント能力を強化するため、専門知
識等を有する人材の確保に取り組む。

燕市の役割 (1) 政策分野の取組に必要な専門知識等を有する人材の確保に努める。

弥彦村の役割 (1) 政策分野の取組に必要な専門知識等を有する人材の確保に努める。

関連する
ＳＤＧｓの目標

事業費見込※4
(単位：千円)

(64,000) (64,000) (64,000) (64,000) (64,000)

事業内容
　圏域内における生活機能の強化を推進するため、高度で専門
的な知識等を有する人材を圏域外から招へいする。

関係市村

燕　市
弥彦村

期待される
効果

　専門的な知識等を有する人材を積極的に登用することにより、両市村を取り
巻く社会潮流の変化への対応力が向上し、圏域の活性化が図られる。

実施
スケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

特定財源等 (0) (0) (0) (0) (0)

特定財源等
の名称

役割分担の
考え方

　両市村が事業を実施し、それぞれが事業経費を負担する。

※4「外部人材活用事業」における職員人件費は特別交付税の包括的財政措置の対象外のためカッ
コ書きしています。

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度）

※具体的な取組の事業に対する事業費見込は、現時点での連携市村の合計見込額を記載しており、
毎年度の予算で具体額を定めます。

外部人材職員の招へい数
（期間中の累計)

12人（令和5年度） 12人（令和11年度）※5

一般財源 (64,000) (64,000)

※5　行政課題への対応に必要な専門人材の確保に努める。

(64,000) (64,000) (64,000)
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情報発信ツール活用事業

燕　市 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 13,500

弥彦村 300 300 300 300 300 1,500

計 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 15,000

観光複合施設管理運営
事業

燕　市 28,705 28,705 28,705 28,705 28,705 143,525 デジタル田園都市国
家構想推進交付金、
指定管理者納付金

弥彦村 3,189 3,189 3,189 3,189 3,189 15,945

計 31,894 31,894 31,894 31,894 31,894 159,470

２次交通整備事業

燕　市 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 9,000

弥彦村 200 200 200 200 200 1,000

計 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 10,000

観光協会運営支援事業

燕　市 39,001 39,001 39,001 39,001 39,001 195,005
デジタル田園都市国
家構想推進交付金

弥彦村 4,334 4,334 4,334 4,334 4,334 21,670

計 43,335 43,335 43,335 43,335 43,335 216,675

デジタル田園都市国
家構想推進交付金

産業振興

広域観光の促進

観光エリア魅力アップ促進事業

首都圏等観光ＰＲ事業

燕　市 6,525 6,525 6,525 6,525 6,525 32,625
デジタル田園都市国
家構想推進交付金

弥彦村 725 725 725 725 725 3,625

計 7,250 36,250

産業観光ナビゲート事
業

燕　市 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 25,000

7,250

0

計 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 25,000

介護人材育成促進事業

燕　市 1,203 1,203 1,203 1,203 1,203

7,250 7,250 7,250

165,855 161,055

6,015

弥彦村 480 480 480 480 480 2,400

計 1,683 1,683 1,683 1,683 1,683 8,415

弥彦村 0 0 0 0 0

150,575 143,367 791,987

※１「外部人材活用事業」における職員人件費は特別交付税の包括的財政措置の対象外のためカッコ書きし、集計には含めていません。

124,188 688,592

弥彦村 21,719 21,659 21,059 19,779 19,179 103,395①＋②＋③　合計

燕　市 149,416 144,196 139,996 130,796

計 171,135

③小計

燕　市 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 6,750

弥彦村 150 150 150 150 150 750

計 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500

外部人材活用事業　※1

燕　市 （56,000) （56,000) （56,000) （56,000) （56,000) (208,000)

弥彦村 (8,000) (8,000) (8,000) (8,000) (8,000) (56,000)

計 （64,000) （64,000) （64,000) （64,000) （64,000) (264,000)

弥彦村 150 150 150 150 150

３　圏域マネジメント能力の強化

市村職員合同研修事業

燕　市 1,350 1,350 1,350

750

計 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500

1,350 1,350

弥彦村 8,619 8,619 8,619 8,619 8,619 43,095

計

11,901 59,505

②小計

燕　市 17,270 17,270 17,270 17,270 17,270

予約制乗合ワゴン車
運行事業

25,889 25,889 25,889 25,889 25,889 129,445

86,350

69,940

7,328 7,328 36,640

9,942 49,710 地域公共交通確保維
持改善事業、
特別交付税(地方バ
ス)

弥彦村 1,959 1,959 1,959 1,959 1,959 9,795

燕　市 9,942 9,942 9,942 9,942

計 11,901 11,901 11,901 11,901

地域公共交通確保維
持改善事業、
特別交付税(地方バ
ス)

弥彦村 6,660 6,660 6,660 6,660 6,660

２　結びつきやネットワークの強化

地域公共
交通

地域公共交通ネットワークの構築

コミュニティバス
運行事業

燕　市 7,328 7,328 7,328

33,300

計 13,988 13,988 13,988 13,988 13,988

655,042

595,492

弥彦村 12,950 12,890 12,290 11,010 10,410 59,550

計

①小計

燕　市 130,796 125,576 121,376 112,176 105,568

143,746 138,466 133,666 123,186 115,978

弥彦村 680 680 680 - - 2,040

計 7,480 7,480 7,480 0 0 22,440

17,000 17,000 85,000

新潟大学寄附講座事業

燕　市 6,800 6,800 6,800 - - 20,400

１　生活機能の強化

医療・
福祉

地域医療・福祉の環境整備

病児・病後児保育事業

燕　市
子ども・子育て支援
交付金

弥彦村 700 700 700 700 700 3,500

計 17,000

16,300 16,300 16,300 16,300 16,300 81,500

17,000 17,000

Ⅷ　共生ビジョン取組事務事業一覧表

項目 事業名 連携市村
事業費（単位：千円）

特定財源等
R7 R8 R9 R10 R11 計

（※事業費は、現時点での一般財源の合計見込額を記載しています）

看護職員修学資金貸付事
業

燕　市 17,888 13,208 9,008 6,608 0 46,712

弥彦村 1,800 1,800 1,200 600 0 5,400

計 19,688 15,008 10,208 7,208 0 52,112

地域支援事業交付金弥彦村 2 2 2 2 2 10

計 16 16 16 16 16 80

4,800 4,800 24,600

【新】高齢者見守り捜索
ネットワーク構築・運用
事業

燕　市 14 14 14 14 14 70

人材の育
成・確保

6,750

【新】県央地域医師確保
事業

燕　市 4,860 4,320 4,320 4,320 4,320 22,140

弥彦村 540 480 480 480 480 2,460

計 5,400 4,800 4,800
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